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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第１四半期
累計(会計)期間

第41期
第１四半期
累計(会計)期間

第40期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

営業収益 (千円) 1,747,7331,485,9846,815,555

経常利益 (千円) 1,012,449777,5283,123,842

四半期（当期）純利益 (千円)　 573,857 449,1561,721,173

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円)　 2,307,8482,307,8482,307,848

発行済株式総数 (株)　 109,935 109,935 109,935

純資産額 (千円) 15,883,00117,133,22616,848,949

総資産額 (千円)　 59,809,65053,140,37355,900,366

１株当たり純資産額 (円)　 144,496.01155,869.96153,283.74

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 5,220.684,086.2115,658.42

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 3,150

自己資本比率 (％) 26.6 32.2 30.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △1,756,142875,9745,026,753

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円)　 △97 1,377 376,272

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円)　 930,317△2,725,088△4,418,366

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 (千円) 1,080,1871,043,0302,890,768

従業員数 (人) 82 86 83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．営業収益には消費税等を含んでおります。

３．持分法を適用すべき関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 86

（注）従業員数は就業人員であります。

EDINET提出書類

株式会社アサックス(E03746)

四半期報告書

 3/23



第２【事業の状況】

１【営業の状況】

(1) 営業収益の状況

区分

前第１四半期会計期間
（自平成20年４月１日
至平成20年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自平成21年４月１日
至平成21年６月30日）

金額
（千円）

構成割合
（％）

金額
（千円）

構成割合
（％）

不動産担保ローン収益

営業貸付金利息 1,516,17086.8 1,227,22482.6

手数料 148,792 8.5 130,552 8.8

（小計） 1,664,96395.3 1,357,77691.4

不動産販売収益

不動産売上高 80,713 4.6 127,000 8.5

その他 2,056 0.1 1,208 0.1

（小計） 82,770 4.7 128,208 8.6

合計 1,747,733100.0 1,485,984100.0

（注）消費税等につきましては、税込方式で表示しております。

(2) 営業貸付金増減額及び残高

区分

前第１四半期会計期間
（自平成20年４月１日
至平成20年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自平成21年４月１日
至平成21年６月30日）

金額（千円） 金額（千円）

期首残高 55,133,012 51,345,324

期中貸付額 7,039,800 3,978,900

期中回収額 5,273,049 5,340,069

破産更生債権等振替額 4,050 112,909

貸倒償却額 － 64,701

四半期会計期間末残高 56,895,712 49,806,543

平均貸付残高 55,997,326 50,779,573
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(3) 営業貸付金残高の内訳

利率別貸付金残高

利率別

前第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

件数 残高（千円） 件数 残高（千円）

 
構成
割合
（％）

 
構成
割合
（％）

 
構成
割合
（％）

 
構成
割合
（％）

 7.0％以下 66 1.5 1,395,1152.4 31 0.8 743,0971.5

 7.0％超　　 8.0％以下 112 2.5 4,700,9878.3 67 1.6 2,916,2645.9

 8.0％超　　 9.0％以下 669 14.819,246,41933.8 546 13.413,238,48526.6

 9.0％超　　10.0％以下 2,79562.028,331,83049.82,85470.130,944,13462.1

10.0％超　　11.0％以下 410 9.1 1,834,7213.2 316 7.8 1,267,1422.5

11.0％超 　 12.0％以下 56 1.2 183,6650.3 39 1.0 117,8200.2

12.0％超 　 13.0％以下109 2.4 506,5940.9 61 1.5 228,0550.5

13.0％超 　 14.0％以下228 5.1 549,9551.0 140 3.4 317,0970.6

14.0％超 　 15.0％以下 61 1.4 146,4210.3 17 0.4 34,4460.1

合計 4,506100.056,895,712100.04,071100.049,806,543100.0

（注）件数は同一顧客の場合でも契約が異なる場合は１件として計算しておりますので、顧客数での表示とは相違があり

ます。

(4) 調達実績

借入先別内訳

借入先別

前第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

都市銀行 600,0001,067,0003,603,000 － 394,8003,945,200

地方銀行 1,200,000970,9899,188,1871,526,0001,336,8308,419,263

外国銀行 600,000300,0005,100,0001,500,0004,000,0002,800,000

信託銀行 － 25,0004,100,0001,000,000455,4574,154,176

その他銀行 900,000911,4012,053,400300,000322,8001,742,500

保険会社 － － 600,000 － － 396,000

事業会社 2,432,7681,874,96315,987,5421,360,4603,148,86611,540,850

合計 5,732,7685,149,35540,632,1295,686,4609,658,75432,997,990

２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、当社の事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出・生産の持ち直しや在庫調整の一巡等一部に持ち直しの気配

が見られるものの、世界的な景気後退は依然として続いており、加えて国内経済における企業収益の大幅な減少と

それに伴う設備投資の減少、雇用情勢の悪化等により景気に対する先行き不透明感は未だ続いております。

不動産金融市場におきましても、地価は一部で下げ止まりを見せたものの、資金調達環境の悪化や住宅建設の減

少に伴う建設・不動産関連企業の倒産は依然として多発しており、それに伴う不動産金融市場の先行きも厳しい状

況が続いております。

このような環境の下、当社におきましては、前事業年度に引き続き与信の厳格化、途上与信管理における債権メン

テナンスに注力し、健全な債権内容の維持に努めてまいりました。その結果、当第１四半期会計期間末における営業

貸付金残高は、前事業年度末の51,345,324千円から1,538,780千円（3.0％）減少の49,806,543千円となりました。

以上の結果、当第１四半期会計期間における業績は、営業収益は1,485,984千円（前年同四半期比15.0％減）、営

業利益は773,780千円（同23.5％減）、経常利益は777,528千円（同23.2％減）、四半期純利益は449,156千円（同

21.7％減）となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前四半期純利益の計上

や営業貸付金の減少による資金の増加があったものの、長期借入金の返済や法人税等の支払による資金の減少が主

たる要因となり、前事業年度末に比べて1,847,737千円減少し、当第１四半期会計期間末には1,043,030千円となり

ました。

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは875,974千円の増加（前年同四半期会計期間は1,756,142千円の減少）と

なりました。

これは主に、法人税等の支払額が772,627千円となった他、販売用不動産の増加や差入保証金の増加による資金の

減少があったものの、税引前四半期純利益の計上が778,038千円あったこと及び営業貸付金が1,538,780千円減少し

たこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは1,377千円の増加（前年同四半期会計期間は97千円の減少）となりまし

た。

これは敷金の回収による収入が、敷金の差入による支出を上回ったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは2,725,088千円の減少（前年同四半期会計期間は930,317千円の増加）と

なりました。

これは短期借入れによる収入1,500,000千円と短期借入金の返済による支出716,000千円により資金が784,000千

円、コマーシャル・ペーパーの発行による収入1,796,846千円とコマーシャル・ペーパーの償還による支出400,000

千円により資金が1,396,846千円増加したものの、長期借入れによる収入4,186,460千円と長期借入金の返済による

支出8,942,754千円により資金が4,756,294千円減少したこと等によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 360,000

計 360,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 109,935 109,935
東京証券取引所

（市場第一部）

当社は単元株制度
は採用しておりま
せん。

計 109,935 109,935 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－ 109,935 － 2,307,848 － －

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　15 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 109,920 109,920 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 109,935 － －

総株主の議決権 － 109,920 －

 ②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アサックス
東京都渋谷区広尾

一丁目３番14号
15 － 　15　 0.0

計 － 15 － 15 0.0

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 62,000 62,000 90,600

最低（円） 49,900 50,600 56,200

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

　

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）及び「特定金融会社等の会計の整理に関する命令」（平成11年総理府

・大蔵省令第32号）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則

に基づき、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、また、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

EDINET提出書類

株式会社アサックス(E03746)

四半期報告書

10/23



１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,043,030 2,890,768

営業貸付金 ※2, ※3, ※4
 49,806,543

※2, ※3, ※4
 51,345,324

販売用不動産 886,650 364,949

前払費用 84,786 84,091

繰延税金資産 249,769 319,588

その他 499,732 213,241

貸倒引当金 △352,798 △382,000

流動資産合計 52,217,714 54,835,964

固定資産

有形固定資産 ※1, ※2
 201,673

※1, ※2
 206,088

無形固定資産 28,194 29,599

投資その他の資産

破産更生債権等 ※3, ※4
 127,101

※3, ※4
 286,402

その他 579,589 591,712

貸倒引当金 △13,900 △49,400

投資その他の資産合計 692,790 828,715

固定資産合計 922,658 1,064,402

資産合計 53,140,373 55,900,366

負債の部

流動負債

短期借入金 ※2
 1,300,000

※2
 516,000

1年以内返済予定の長期借入金 ※2
 14,471,989

※2
 17,727,591

コマーシャル・ペーパー 1,396,846 －

未払金 39,135 16,929

未払費用 54,360 46,906

未払法人税等 258,315 796,494

預り金 89,881 69,930

前受収益 201,170 190,322

賞与引当金 42,101 21,594

利息返還損失引当金 20,400 23,800

その他 7,000 2,400

流動負債合計 17,881,202 19,411,969

固定負債

長期借入金 ※2
 17,226,000

※2
 18,726,693

退職給付引当金 9,339 7,539

役員退職慰労引当金 889,063 903,813

その他 1,542 1,402

固定負債合計 18,125,945 19,639,447

負債合計 36,007,147 39,051,417
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,307,848 2,307,848

利益剰余金 14,826,628 14,542,351

自己株式 △1,250 △1,250

株主資本合計 17,133,226 16,848,949

純資産合計 17,133,226 16,848,949

負債純資産合計 53,140,373 55,900,366
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業収益

営業貸付金利息 1,516,170 1,227,224

その他の営業収益 231,562 258,760

営業収益合計 1,747,733 1,485,984

営業費用

金融費用 324,647 264,049

売上原価 73,057 108,222

その他の営業費用 ※
 338,752

※
 339,931

営業費用合計 736,457 712,203

営業利益 1,011,276 773,780

営業外収益

受取利息 25 37

受取手数料 － 16

雑収入 1,148 3,777

営業外収益合計 1,173 3,832

営業外費用

雑損失 － 84

営業外費用合計 － 84

経常利益 1,012,449 777,528

特別利益

償却債権取立益 65 509

退職給付引当金戻入額 683 －

利息返還損失引当金戻入額 1,200 －

特別利益合計 1,948 509

税引前四半期純利益 1,014,398 778,038

法人税、住民税及び事業税 408,250 253,678

法人税等調整額 32,290 75,203

法人税等合計 440,540 328,881

四半期純利益 573,857 449,156
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,014,398 778,038

減価償却費 10,561 5,819

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,900 △64,701

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,600 20,507

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,253 1,800

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,938 △14,750

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △1,500 △3,400

受取利息 △25 △37

営業貸付金の増減額（△は増加） △1,762,699 1,538,780

破産更生債権等の増減額（△は増加） △2,087 159,300

販売用不動産の増減額（△は増加） 165 △521,700

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,328 1,328

差入保証金の増減額（△は増加） － △345,540

未収消費税等の増減額（△は増加） － 8,203

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,040 1,709

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△17,354 △19,229

その他の資産の増減額（△は増加） △39,516 54,185

その他の負債の増減額（△は減少） △56,975 48,251

小計 △834,561 1,648,564

利息の受取額 25 37

法人税等の支払額 △921,605 △772,627

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,756,142 875,974

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △840 －

敷金の差入による支出 － △1,274

敷金の回収による収入 － 2,655

その他 742 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △97 1,377
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,540,000 1,500,000

短期借入金の返済による支出 △1,915,768 △716,000

コマーシャル・ペーパーの発行による収入 1,498,799 1,796,846

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △1,000,000 △400,000

長期借入れによる収入 4,192,768 4,186,460

長期借入金の返済による支出 △3,233,586 △8,942,754

配当金の支払額 △151,895 △149,640

財務活動によるキャッシュ・フロー 930,317 △2,725,088

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △825,922 △1,847,737

現金及び現金同等物の期首残高 1,906,109 2,890,768

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,080,187

※
 1,043,030
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【表示方法の変更】

　当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「敷金の差入による支出」及び「敷金の回収による収入」は、当第１四半期累計期間においては重要性が増したた

め区分掲記いたしました。

なお、前第１四半期累計期間における「敷金の差入による支出」の金額は1,452千円、「敷金の回収による収入」は

2,195千円であります。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定しております。

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産から直接控除した減価償却累計額の合

計額は167,374千円であります。

※１　有形固定資産から直接控除した減価償却累計額の合

計額は162,959千円であります。

※２　担保に供している資産及びこれに対応する債務は次

のとおりです。

(1）担保に供している資産

※２　担保に供している資産及びこれに対応する債務は次

のとおりです。

(1）担保に供している資産

営業貸付金 26,143,370千円

土地 43,001 

計 26,186,372 

営業貸付金 25,266,051千円

土地 43,001 

計 25,309,052 

(2）上記に対応する債務 (2）上記に対応する債務

短期借入金 300,000千円

１年内返済予定の長期借入金  

 8,278,043 

長期借入金 15,205,091 

計 23,783,135 

短期借入金 516,000千円

１年以内返済予定の長期借入金  

 7,180,329 

長期借入金 16,151,985 

計 23,848,314 

※３　営業貸付金の方法別残高

営業貸付金は、全て証書貸付によるものでありま

す。

※３　営業貸付金の方法別残高

同左

※４　不良債権の状況は以下のとおりであります。 ※４　不良債権の状況は以下のとおりであります。

破綻先債権 － 千円

延滞債権 2,326,505 

３ヶ月以上延滞債権 1,046,249 

貸出条件緩和債権 －  

計 3,372,754 

破綻先債権 － 千円

延滞債権 1,821,212 

３ヶ月以上延滞債権 2,009,485 

貸出条件緩和債権 －  

計 3,830,697 

(注)

(破綻先債権)

破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当

期間継続していることその他の事由により元本又は利

息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利

息を計上しなかった貸付金のうち、法人税法施行令

（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号のイから

ホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が

生じている貸付金であります。

(注)

(破綻先債権)

同左

(延滞債権)

延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻

先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目

的として、利息の支払いを猶予したもの以外の貸付金

であります。

(延滞債権)

同左
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当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

(３ヶ月以上延滞債権)

３ヶ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約

定支払日の翌日から３ヶ月以上遅延しているもので、

破綻先債権及び延滞債権を除く貸付金であります。

(３ヶ月以上延滞債権)

同左

(貸出条件緩和債権)

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援

を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶

予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利と

なる取り決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権及

び３ヶ月以上延滞債権を除く貸付金であります。

(貸出条件緩和債権)

同左

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　その他の営業費用のうち主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

※　その他の営業費用のうち主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

貸倒引当金繰入額 2,900千円

役員退職慰労引当金繰入額　 8,938 

給料及び手当　 91,003 

賞与引当金繰入額　 17,600 

その他　 218,310 

利息返還損失引当金繰入額 639千円

役員退職慰労引当金繰入額　 8,808 

給料及び手当 91,447 

賞与引当金繰入額 20,507 

退職給付費用　　 4,035　

その他 214,493 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在) (平成21年６月30日現在)

現金及び預金勘定 1,080,187千円

現金及び現金同等物 1,080,187千円　

現金及び預金勘定 1,043,030千円

現金及び現金同等物 1,043,030千円　
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 109,935株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 15株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 164,880 1,500平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

（有価証券関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（持分法損益等）

前第１四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

当第１四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社アサックス(E03746)

四半期報告書

19/23



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 155,869.96円 １株当たり純資産額 153,283.74円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5,220.68円 １株当たり四半期純利益金額 4,086.21円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 573,857 449,156

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 573,857 449,156

期中平均株式数（株） 109,920 109,920

（重要な後発事象）

当第１四半期会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社アサックス(E03746)

四半期報告書

21/23



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

株式会社アサックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 志村　さやか　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサック

スの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第40期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサックスの平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月５日

株式会社アサックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 志村　さやか　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサック

スの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第41期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサックスの平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社アサックス(E03746)

四半期報告書

23/23


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１営業の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第１四半期累計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

